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この調査結果をみると,5A下 旬からのサナギの発生,6月 下旬の白虫の発生,7月 の赤虫の

増加,ま た成虫については6月 下旬の増加,9月 中旬の増加と前年 とほぼ同じ経過であるo

A・-5モ ミ稚樹発生及消滅本数調査

前年に引き続 き昭和46年4月 から47年5月 までの発生及消滅本数を下表に示すc

()内 本数は試験地設定時の稚樹



発生消滅本数を月別にみると

これによると前年と同じく発生数は8区 が多く,そ の数は前年とくらべてかな参少V㌔ これは

前年がモ ミ球果の凶年にあたったためではないかと思われる。

消滅稚樹は前年 とは反対に半数以上が試験地設定時にあった稚樹であったことから稚樹発生後

数年にしてその砥とんどが徐々に消滅 していくことを証明する屯のであろうo

発生月は6月 が多 く,消 滅月は5月 が多いが,こ れは前年4月 の雨量が350鷹 に対 して,本t

年4月 は70mmと はる澱に少なく,土 壌がかなり乾燥 したためではないかと考えられるo

A-4ス ギ列状間伐試験

間伐は造林保育作茱のうちで,き わめて重要な作業の一つであるが,山 村の過疎化による林業'

労務者の極匿の不足と,こ れにと奄なう労賃の高騰,さ らに加えて間伐木の売れ行 き不振は悶伐

の実行を困難にし,手 遅れ林分を増加させているo

酸た従来の単木的な間伐木の選定では間伐木の集運材の機械化にっねに大 きな困難がっ蓮まと

ってお り,間伐 の実行をますますむずか しくしている○そのため集材方法について種々の改良開

発がなされてはいるが,単 木的な間伐法をとるかぎり,限 度があると考えられるo

したがって間伐法その竜のを間伐木の選定,伐 採,集 運材の全作業をひっ くるめて再検討せね

ばならない時期にきていると考え られるQ

従来の間伐木選定芳法は,か なり複雑でや 玉もすると名入芸的な毛のになりやす く,そ の実行

竜小面積はともかく,数 十1搬にもおよぶような大面積の場合はなかなか困難で,こ れが間伐 の手

遅れ林分を増加 叢せる原因の一つにもなっている。 このようなことか ら屯これか らの間伐はわ


